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奈良の丘だより  
 
                           横浜市立奈良の丘小学校 

学 校 教 育 目 標     １１月号  

笑顔いっぱい チャレンジいっぱい   奈良の丘 

○自ら考え、進んで行動する子を育てます 

○互いに認め合い、高め合う子を育てます 

○たくましく、共に生きる子を育てます 

http://www-local.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/naranooka/ 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔いっぱい チャレンジいっぱい 奈良の丘 

副校長 高橋 哲雄 

 

希望学という研究をされている玄田有史先生という方がいます。希望とは何か、どの

ような社会に希望は生まれるのか、一人一人の希望が社会や地域にどのような効果を与

えるか、といったようなことを考察されている方です。 

その玄田先生の講演を聞く機会があったのですが、学生の「悲しいことや苦しいこと

があって希望がもてないときはどうすればよいのですか。」という質問に対して、「Ｎ

ＨＫの人形劇『ひょっこりひょうたん島』を知っていますか。その主題歌にある『泣く

のはいやだ、笑っちゃおう、進め！』です。」と答えていらっしゃいました。私も子ど

もの頃から口ずさんでいた好きな歌でしたので「なるほどな」と思っていました。 

さて、なぜこのような話を書いたかというと、４月に奈良の丘小学校に着任をして、

学校教育目標を見た時に、何か似ているなということを感じました。歌詞の中にある

「笑っちゃおう」は「笑顔いっぱい」、

「進め」は「チャレンジいっぱい」とい

う具合にです。後期の始業式で話をする

機会がありましたので、子どもたちにも

紹介をしました。 

希望学の調査では、過去に挫折を全く経験してこなかった人に比べて、様々な挫折を

経験しそれを乗り越えてきた人の方が明らかに希望を持って意欲的に生活しているとい

う結果もあるようです。今年度も残り５か月。子どもたちとともにに様々なことに前向

きにチャレンジして、いろいろなことを乗り越えながら、学校教育目標の「笑顔いっぱ

い チャレンジいっぱい 奈良の丘」に向かって進んでいきたいと考えています。 

これからも、保護者、地域の皆様の温かい見守りをどうぞよろしくお願いします。 

 


